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【表現形態】
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【目的】
千葉商科大学政策情報学部の先生と学生の距離は、他大学に比べると近い。その結果、授業や課題の相談等、学生が先生に会うことが求められる場面がある。しかし、学生が先生を探して直接会うことは容易ではない。
そこで、本研究では、学内で先生を見つけ易くすることにより、学生が先生と接触できる機会と可能性を増やすことを目的とする。

【期待される効果】
　学生が先生と接触できる機会が増えることにより、今まで以上に先生と学生の距離が近くなり相談に行きやすくなることが期待される。

【研究概要】
千葉商科大学政策情報学部の学生は、先生に会う用事があっても簡単には会うことができないという現状がある。政策情報学部の学生に対して「キャンパス内において、先生と会う必要性についてのアンケート」を取ったところ、先生を必要としている学生が多いことや、先生と学生との間での問題点もいくつか見つかった。例えば、電話やメールでのアポが取れない学生がいることや、先生と接触できる公式な方法であるオフィスアワーを活用している学生が少ないこと、また、先生によって在室ランプの点けかたに違いがあることが分かった。更に、「ランプがあてにならない」「先生の居場所が分からない」「学校にいるのかすらわからない」「先生の居場所が分かるシステムが欲しい」等の意見も多数挙がった。
本研究では、キャンパス内で必要となる先生の存在と関係性についての現状をさらに調査、分析すると共に学生のニーズを考慮し、既存の様々なシステムの有効活用を行うことで、先生に関する情報を可能な限りリアルタイムに収集する方法について議論を行う。そして、先生の状況を学生に提供することにより、より学内で先生に接触し易くなるような先生情報把握システムの検討と構築を行う。

【研究項目】
· 現状での先生への接触方法の調査と問題点の分析
· 類似システムの関連研究
· 解決方法の検討
· 本システムの設計、実装及び評価
